地域資源保全管理構想の策定に向けた体制・工程表
「構想」を策定するにあたっての体制やスケジュールを立案してみましょう。　（　　　年　　月　　日）
	■構想検討のための委員会組織の体制案

	役職
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	■構想検討のためのスケジュール案

	時期
	策定に向けた進行日程
	学習・討議テーマ

	1年目
	（例）年3～4回の話合い、活動組織役員との合同会議


	（例）戦後の農業の歴史、〇〇地区の農業の流れ

	2年目
	（例）有識者による研修会、先進事例の視察


	（例）〇〇地区の農業の現状、先進事例の実践

	3年目
	（例）中間でのまとめ（農業者全体集会または総会で）


	（例）〇〇地区農業の課題の抽出、課題に関する協議

	4年目
	（例）中間のまとめにそった実践とその検証


	（例）具体的な方向性検討、実施可能な活動の取組み

	5年目
	（例）12月までに最終案検討、活動組織と合同会議開催


	（例）地域資源保全管理構想の取りまとめ
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